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内容要旨
［目的］近年の歯科医療の多様化に伴い，その目的を達成する為に骨の再生は必要不可欠である．骨の
再生では，細胞移植や骨誘導タンパク質などを応用する例もあるが，未だ骨移植材を用いた骨再生療法
が多用されている 有用な骨移植材は自家骨であるとされているが，新たな手術侵襲，採取骨量の制限
などの欠点があり，それに代わる人工材料が検討されている その中でも，経時的に新生骨と置換して
いく/3－リン酸三カルシウム（日－TCP）は高い骨伝導能と生体吸収性を両立し，骨再生の足場として期待
されている材料である．一方で，生体を構成するコラーゲンは骨形成においても重要であるにもかかわ
らず，単独で骨移植材として用いることは少ない．そこで，独自に作製したナノサイズの9・TCP微粒子
と，コラーゲンを複合化させ，より生体を模倣した複合材料の開発に取り組んだ．また， invivoにおい
て，日－TCP／コラーゲン複合体の骨形成性，新生骨量および微小領域の骨質の点から，その有用性を明ら
かにすることを試みた
［方法］独自に調整した擬似体液中で放電させ，ナノサイズの日-TCP微粒子を獲得した．それを，コラ
ーゲンと同等量混合し，複合体化させゲル状になったβTCP／コラーゲン複合体を凍結乾燥し実験に用い
た．試料を，電子顕微鏡像，電子線マイクロアナライザーおよびラマン分光分析で分析した．その後，
Wister系ラットを用い，頭蓋骨に自生不可能な骨欠損を作製し，複合体を填入した．コントロールとし
て無填入群およびコラーゲン群を用いた．壌入後4週目と8週目に，骨再生の様相と新生骨増加を組織
標本およびμ－CT装置で，新生骨の微小領域の物性をナノインデンターで評価した．
［結果］凍結乾燥後の複合体は/3-TCPとコラーゲンの複合体であることが確認された．複合体群とコラ
ーゲン群は骨欠損内部に骨形成がみられた.2週から 8週の新生骨増加では，複合体群はコントロール
群と比較し高かった 4週と8週では，組織標本でどちらにおいても新生骨が観察された ナノインデ
ンターを用いた新生骨の物性評価では， 8週における新生骨の弾性係数は既存骨に近い値を示したのに
対し， 4週ではそれらに比べ低かった．
［結論］複合体は，血液に触れることで再度ゲル化し賦形性に優れ，欠損部を隙間なく填入することが
容易であり臨床応用も期待できる．また，μ－CT像に透過性で，骨形成の様相を容易に観察でき骨再生
のメカニズムの解明に有用な材料であると思われる．コラーゲンに成長因子を付与しドラッグデリバリ
ーシステムを兼ね備えた骨移植材としての応用も考えられる．さらに， 4週とB週の組織標本で同じ像
を呈しているにもかかわらず，新生骨の物性に差が生じていることは，新生骨の成熟度に差があること
を示唆している．骨組織の再生が画像診断のみでは不十分であり，新しい評価法が望まれることが明ら
かになった．
